
ＡＤミル分散工程ＡＤミル分散工程

6000Lボールミル分散工程6000Lボールミル分散工程

月間1200トンもの製造量を誇る
抜きん出た生産能力で柔軟に対応
茨木塗料株式会社
http://www.ibaraki-toryo.cosv.jp/

万
全
の
シ
ス
テ
ム
管
理
で

迅
速
に
、多
彩
に
、正
確
に

　
同
社
は
、塗
料
・イ
ン
キ
を
中
心
に
化
学

各
社
等
の
製
品
製
造
を
一貫
し
て
受
託
生

産
し
て
い
る
。受
注
生
産
専
門
の
事
業
形

態
に
特
化
し
た
。少
量
・
多
品
種
製
造
が

得
意
で
あ
る
。大
阪
府
茨
木
市
に
本
社
・

生
産
技
術
と
物
流
セ
ン
タ
ー
を
、山
口
県

に
柳
井
工
場
、兵
庫
県
に
姫
路
工
場
を
置

き
、幅
広
い
生
産
体
制
を
確
立
。塗
料
の
生

産
能
力
は
、月
産
1
2
0
0
ト
ン
に
及
ぶ
。

同
社
は
、化
学
原
料
の
混
合
・
錬
肉
・
分

散
・
調
合
の
生
産
設
備
や
技
術
に
は
定
評

が
あ
る
。ま
た
、多
品
種
少
量
生
産
と
いっ

て
も
、色
の
複
雑
さ
や
、充
填
す
る
容
器
の

大
き
さ
と
量
な
ど
、顧
客
の
ニ
ー
ズ
は
様
々

で
あ
り
、そ
れ
ら
に
も
対
応
で
き
る
こ
と

が
同
社
の
強
み
で
あ
る
。

　
ハ
ー
ド
・ソ
フ
ト
の
両
面
も
充
実
。ハ
ー
ド

面
の
設
備
は
、多
数
の
高
度
な
機
械
を
導

入
し
効
率
的
な
体
制
を
整
え
、厳
し
い
納

期
に
も
対
応
す
る
。ま
た
工
場
を
二
カ
所

に
分
別
し
た
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。二
カ
所
の
工
場
は
、不
測
の
事
態

に
備
え
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
対
策
に
も
な
り
、

危
険
物
を
取
り
扱
って
い
る
こ
と
への
顧
客

の
不
安
を
回
避
し
た
。

　
ソ
フ
ト
面
は
、完
璧
に
確
立
さ
れ
た
生

産
管
理
シ
ス
テ
ム
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
。

本
社
で
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
集
中

管
理
を
行
って
い
る
。極
め
て
複
雑
な
多
品

種
の
受
注
に
も
ス
ム
ー
ス
に
対
応
で
き
る
の

は
、早
い
時
期
か
ら
し
っ
か
り
と
し
た
シ
ス

テ
ム
を
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
し
、万
全
の
管
理
体
制
を
と
っ

て
い
る
か
ら
だ
。こ
の
シ
ス
テ
ム
は
30
年
前

に
導
入
。そ
の
後
も
バ
ー
ジ
ョン
ア
ッ
プ
を
続

け
て
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、常
に
安
定

し
た
品
質
を
提
供
し
て
い
る
。顧
客
か
ら

の
多
種
多
様
な
配
合
指
示
に
日
々
迅
速
に

応
え
、配
合
種
は
、月
間
1
0
0
0
〜

2
0
0
0
種
に
達
す
る
。デ
ー
タ
蓄
積
か

ら
検
査
ま
で
、充
実
し
た
シ
ス
テ
ム
管
理
ゆ

え
に
実
現
し
た
生
産
能
力
で
あ
る
。

製
品
の
用
途
は
様
々

驚
く
ほ
ど
幅
広
い
活
用
度

　
塗
料
・
イ
ン
キ
と
言
って
も
そ
の
用
途
は

ペ
イ
ン
ト
関
連
だ
け
で
は
な
い
。同
社
の
製

品
は
、機
能
性
塗
料
等
に
も
使
用
さ
れ
て

Company Profile

茨木塗料株式会社

住　所／〒567-0046
　　　　茨木市南春日丘3-1-60　
創　業／昭和29年6月
設　立／昭和44年5月
資本金／6,300万円
従業員／90名
T E L／072-625-1123
F A X／072-622-2498 

■主な事業内容
合成樹脂系、ラッカー系、水溶
性各種塗料及びインキ製品の
製造

■主な取引先
ペイント会社、化学品メーカー
等

当社のセールスポイント

少量・多品種製造が得意
どんなジャンルにも
どんな要望にも対応します。

代表取締役社長
大本 正勝さん 

当社は「人を愛し、和を第一」とし、
時代のニーズをつかみ、お客様に
喜んで頂けるよう取り組んでいま
す。塗料・インキの用途はアイデア
次第で様々に広がります。意外な
ジャンルとのジョイントや共同開発
等で、新たな製品が生まれます。可
能性を少しでも感じられたら、ぜひ
当社にご相談ください。どんなご要
望にも対応できる体制でお待ちし
ています。

21
ISO 9001
ISO 14001

い
る
。例
え
ば
、ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
に
使

用
さ
れ
る
磁
気
用
塗
料
や
電
車
の
切
符

を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
記
録
材
も
同

社
で
生
産
で
き
る
。ま
た
、食
品
を
包
む

フ
ィ
ル
ム
に
も
使
用
さ
れ
る
。フ
ィ
ル
ム
に

は
、包
む
だ
け
で
な
く
食
品
の
賞
味
期
限

を
長
持
ち
さ
せ
る
効
果
も
あ
る
と
い
う
。

塗
料
・
イ
ン
キ
に
使
用
す
る
以
外
の
目
的

は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。ま
だ
ま
だ
幅
広
い

活
用
性
を
秘
め
て
い
る
。ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル

か
ら
、ど
ん
な
要
望
が
あ
っ
て
も
対
応
し

う
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、塗

料
・
イ
ン
キ
メ
ー
カ
ー
に
こ
だ
わ
ら
ず
、環

境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
色
々
な
分
野
に
も

進
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

化
学
・
樹
脂

塗
料
・
イ
ン
キ

茨
木
塗
料
株
式
会
社

　茨
木
市

化
学
・
樹
脂

塗
料
・
イ
ン
キ

茨
木
塗
料
株
式
会
社

　茨
木
市

ディスパー仕込工程ディスパー仕込工程

塗料の基本色

大阪市立工業研究所と金属ナノ粒子の製造法を共同開発

直径数nmながらも強度があるカーボンナノ
チューブを顕微鏡部品に応用
直径数nmながらも強度があるカーボンナノ
チューブを顕微鏡部品に応用

ファインライン用
ペースト印刷例

銀ナノ粒子ペースト

ナノ銀パラジウムペースト
300℃

化
学
・
樹
脂

メ
タ
ル
素
材

大
研
化
学
工
業
株
式
会
社

　大
阪
市
城
東
区

電極素材の多様化に応える
ナノサイズの金属粒子製造
大研化学工業株式会社
http://www.daiken-chem.co.jp/

製
造
コ
ス
ト
業
界
比

2
分
の
1
の

電
極
用
ニ
ッ
ケ
ル
加
工

　
電
極
材
料
を
主
体
と
し
た
プ
レ
シ
ャ

ス
メ
タ
ル
を
製
造
・
販
売
す
る
大
研
化
学

工
業
。エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
発
達
に
伴

い
、電
極
材
料
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
す
る
な
か
で
、ハ
イ
テ
ク
用
メ
タ
ル
素

材
の
開
発
型
企
業
と
し
て
成
長
し
て
き

た
。

　
主
力
は
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ

用
の
ニッ
ケ
ル
ペ
ー
ス
ト
と
、自
動
車
の
電

子
部
品
用
の
各
種
金
属
ペ
ー
ス
ト
だ
。

同
社
は
1
9
8
0
年
代
、高
結
晶
パ
ラ

ジ
ウ
ム
粉
末
を
用
い
た
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク

コ
ン
デ
ン
サ
内
部
電
極
の
シ
ェ
ア
を
独
占

し
て
い
た
。し
か
し
、パ
ラ
ジ
ウ
ム
が
高
騰

し
た
こ
と
か
ら
、新
た
な
素
材
と
し
て

ニッ
ケ
ル
に
着
目
。ニッ
ケ
ル
の
量
産
技
術

を
持
つ
企
業
と
協
力
し
、当
時
の
低
積

層
コ
ン
デ
ン
サ
に
使
用
さ
れ
て
い
た
半
額

の
コ
ス
ト
で
製
造
で
き
る
ニッ
ケ
ル
ペ
ー
ス

ト
を
開
発
。携
帯
電
話
、パ
ソ
コ
ン
、薄

型
T
V
な
ど
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
電
子
部

品
や
車
載
部
品
に
使
わ
れ
て
い
る
。

い
か
に
細
く
し
、パ
ネ
ル
の
面
積
を
広
く

す
る
か
が
問
わ
れ
る
た
め
、同
社
の
加

工
技
術
が
力
を
発
揮
す
る
の
だ
。

次
世
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
見
越
し

産
官
学
連
携
に
も
取
り
組
む

　
従
業
員
数
1
1
6
名
の
う
ち
研
究
職

が
40
人
超
と
多
く
、そ
の
育
成
が
事
業

展
開
の
カ
ギ
と
な
る
。勤
務
の
傍
ら
大
学

院
博
士
課
程
で
学
び
な
が
ら
、専
門
性

を
向
上
。産
官
学
連
携
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、次
世
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
対

応
を
目
指
し
て
い
る
。一
例
が
大
阪
市
立

工
業
研
究
所
と
共
同
開
発
し
た
金
属
ナ

ノ
粒
子
の
製
造
法
だ
。ナ
ノ
粒
子
化
す
る

こ
と
で
融
点
が
数
百
℃
以
下
に
下
が
り
、

フ
ィ
ル
ム
や
ガ
ラ
ス
な
ど
融
点
が
低
い
材

料
へ
の
電
極
作
製
に
も
対
応
で
き
る
。

　「
受
注
あ
っ
て
の
開
発
と
、将
来
を
見

据
え
た
開
発
を
並
行
し
て
考
え
て
い
ま

す
。ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
期
待
で
き
そ
う
な

案
件
は
、ユ
ー
ザ
と
の
協
同
で
無
償
の
開

発
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
よ
」。

　
今
後
は
海
外
展
開
の
た
め
の
パ
イ
プ

も
強
化
し
、フ
ィ
ー
ル
ド
の
拡
大
を
図
る
。

高
密
度
な
細
線
形
成
で
太
陽
光

発
電
パ
ネ
ル
の
効
率
向
上

　
電
子
機
器
の
小
型
化
や
軽
量
化
は

進
む
ば
か
り
。そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
金

属
ペ
ー
ス
ト
が
微
細
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、高
密
度
の
細
線
形
成
が
可
能
と
な

り
、部
品
と
し
て
の
安
定
性
が
高
ま
る
。

　「
例
え
ば
銀
は
1
3
0
0
度
の
高
周

波
加
熱
を
用
い
る
と
、金
属
自
体
の
抵

抗
で
溶
け
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。そ
こ

に
千
気
圧
の
水
を
か
け
て
最
小
1
μｍ
の

銀
粉
末
を
作
る
。そ
こ
ま
で
微
細
な
製

造
法
を
持
つ
企
業
は
他
に
な
い
で
し
ょ

う
」と
原
田
社
長
。化
学
的
な
加
工
法

な
ら
、ニッ
ケ
ル
で
は
0
・
2
μｍ
の
粒
子
が

作
れ
る
と
い
う
。

　
現
在
は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
画
。発
電
量
を
上

げ
る
に
は
、パ
ネ
ル
の
間
に
入
る
配
線
を

Company Profile

大研化学工業株式会社

住　所／〒536-0011
　　　　大阪市城東区
　　　　放出西2-7-19
創　業／昭和26年
設　立／昭和26年
資本金／4,890万円
従業員／116名
T E L／06-6961-6533
F A X／06-6968-2511

■主な事業内容
電子材料用貴金属・卑金属粉
末、電子材料用貴金属・卑金
属ペ－スト、貴金属メッキ液、陶
磁器・食器用金液の製造販売

■主な取引先
電子部品メーカー、自動車産業

当社のセールスポイント

知識豊富な専任技術者が
お客様のニーズに合う
金属ペーストを開発します。

取締役社長
原田 昭雄さん 

陶磁器用金液開発から創業し、メタ
ル素材の可能性を追求してきまし
た。主力は積層セラミックコンデンサ
用のニッケルペーストなど電子部品
の電極材料の製造。専任技術者が
お客様の要望に合わせた材料開発
に取り組みます。高密度の細線形
成を実現する金属ナノ粒子ペースト
の製造にも成功し、次世代テクノロ
ジーへの対応に尽力しています。

ISO 9001
ISO 1400121

化
学
・
樹
脂

メ
タ
ル
素
材

大
研
化
学
工
業
株
式
会
社

　大
阪
市
城
東
区
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